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メバチ 中西部太平洋 
（Bigeye tuna Thunnus obesus） 

 
 

管理・関係機関 
中西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC） 

最近の動き 
2023 年の総漁獲量は約 14.6 万トン（予備集計）で、前年比

約 99％ であった。直近の資源評価は 2023 年であり SPC の
科学専門グループによって実施された。2023 年 12 月に開催
された WCPFC 第 20 回年次会合において、まき網漁業の操業
日数制限や、はえ縄漁業のメバチ漁獲枠等、主要な措置につい
て議論され、FAD 操業禁止期間を短縮する、またオブザーバ
ーまたは電子モニタリングのカバー率に応じて最大 10％まで
はえ縄漁業におけるメバチの漁獲枠を拡大可能とする措置が
合意された。 

利用・用途 
はえ縄の漁獲物は生鮮（刺身）、まき網の漁獲物は缶詰をは

じめとする加工品として主に利用される。 

漁業の概要 
WCPFC が管理する中西部太平洋は、西経 150 度以西の太平

洋であり、メバチの分布域及び漁場をカバーしている（図 1）。
はえ縄及びまき網が主な漁業である。はえ縄は 1950 年代にキ
ハダを主要対象種として発展したが、1970 年代半ばにメバチ
を主要な対象とするようになった。まき網は、カツオを主対象
としつつ、キハダも漁獲する漁業として 1970 年代半ばに始ま
った。1970 年代までは、はえ縄が漁獲量のおよそ 9 割を占め
ていたが、その後、まき網による漁獲量が増加した。2023 年
の総漁獲量は約 14.6 万トン（予備集計）で、内訳は、まき網
が約 39％、はえ縄が約 37％、竿釣りが約 2％、その他が約 22％
である（図 2 上）。その他には、フィリピン及びインドネシア
における多様な漁業（ひき縄、小型のまき網、刺網、手釣り等）
が含まれている（図 2）。なお、図 2 に示されている漁獲量は、
WCPFC の個人情報保護のルールにより、漁獲実績がある船舶
数が 3 隻未満の国・地域は、漁業の努力量及び漁獲量が公表さ
れないため、諸文書の総漁獲量の記載と一致しない場合がある。 

まき網漁業については、日本近海、特に三陸沖で、季節的に
カツオ・マグロ類を対象とする操業が第二次大戦前より行われ

ていた。熱帯域における大規模なまぐろまき網漁業の先駆者は
日本である。マッカーサーラインが廃止された 1952 年から試
験的に太平洋熱帯域への出漁がみられ、1969 年に自然流木に
蝟集する魚群を対象とする漁法（流れもの操業）が開発され、
また、素群れへの操業方法開発の努力も続けられた結果、1970
年代半ばに、現在の熱帯域で周年操業する形態が確立した（海
外まき網漁業協会 2004）。1980 年代には台湾船、韓国船が参
入し、かつ東部太平洋の不漁によって一部の米国まき網船が中
西部太平洋に漁場を移し、メバチの漁獲量が増加し始めた。
1990 年代に入ると、集魚装置（FAD）を使用した操業が発達
した。これは、人工的に流れもの（人工筏とも呼ばれ、典型的
には、フロートになる筏部分と、海中にあって蝟集効果を高め
ると考えられる網（中古のまき網の身網）及び位置を知らせる
ブイで構成される）を海に投入し、しばらく待って（数週間か
ら数か月）、魚群が蝟集した場合、これを明け方に漁獲する漁
法である。近年、FAD に魚群探知機と衛星ブイを装着し、魚群
の蝟集状況を、FAD に赴いて点検せずとも把握できる工夫が
行われている。点検時間が短縮することにより、FAD 操業の
漁獲効率が高まっている可能性がある。これらの装置は、大西
洋及び東部太平洋では、ほぼすべての FAD に装着されている
との報告がある（ICCAT 2016、Hall and Román 2018）。数
年前より、世界的にマグロ類の地域漁業管理機関において、

図 1. 太平洋におけるメバチの分布域と索餌域 
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メバチ（中西部太平洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5 年間） 

13.7 万～15.4 万トン 
最近（2023）年：14.6 万トン 
平均：14.5 万トン（2019～2023 年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5 年間） 

1.2 万～1.5 万トン 
最近（2023）年：1.3 万トン 
平均：1.4 万トン（2019～2023 年） 

資源評価の方法 統合モデル（Multifan-CL） 

資源の状態 
（資源評価結果） 

SB2021:70 万トン、SBF＝0:195 万トン（SB2018-2021 / SBF=0 = 0.35） 
F2018-2021 / FMSY = 0.59 
2021 年の資源状態は、過剰漁獲ではなく、乱獲状態でもない 

管理目標 暫定値：2012-2015 年の平均減耗率（SB2012-2015/SBF=0） 

管理措置 

まき網（熱帯水域） 
・FAD 操業禁止 1.5 か月（7～8 月中旬）+ 公海 FAD 操業禁止追加 1 か月 
（4～5 月もしくは 11～12 月） 
・公海 FAD 操業禁止措置は、キリバス排他的経済水域に隣接する公海でキリバス旗

を掲揚する船舶、及び特定の公海で操業するフィリピンの船舶に適用されない 
・FAD 操業禁止は、本船以外の船（tender vessel 等）にも適用される 
・FAD 数規制（1 隻あたり常時 350 基以下）：全条約水域に適用 
・排他的経済水域内での操業日数制限（我が国の操業日数は 1,500 日） 
・公海上での操業日数の制限（我が国の操業日数は 121 日） 
・島嶼国とインドネシアを除く加盟国の大型冷凍船の隻数制限 
・海洋生物の絡まりを防ぐため、FAD への網地等の使用禁止。 
 
はえ縄 
・メバチの漁獲量制限（我が国の漁獲枠は 18,265 トン） 

管理機関・関係機関 WCPFC 

最近の資源評価年 2023 年 

次回の資源評価年 2026 年 
     

 


